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停車を避ける場所 

高架下・橋の上・交差点 

トンネルの出入り口付近 

急ハンドル・急ブレーキは厳禁 

大震災（震度６弱以上）発

生時における交通規制→

Ｐ4.参照 

【一般道路の場合】 

【高速道路の場合】 

乗務員災害対応マニュアル 
乗務員の皆さんへ 
 このマニュアルは、震度６弱以上の地震が発生した場合を中心に災害発生時の乗務員の  

対応のポイントを内容としています。 
 対応の基本は、お客様と乗務員自身の安全確保を最優先として行動することであり、これ

を出発点とします。 
 マニュアルについては内容を十分に把握するとともに、災害時にとるべき適切な行動に  

ついて普段から各自イメージを作っておいて下さい。 
 マニュアルは、営業中は常時車両内に配置し、災害が発生した場合の行動の確認等に  

役立てて下さい。 
 なお、今後公的機関による対策の動向等によりマニュアルの内容について一部追加等が  

あり得ますのでご留意ください。 
（一社）東京ハイヤー・タクシー協会 総務委員会 

営業中に大地震が発生したとき 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
運行可能と思われる場合においても、道路インフラの損傷や緊急車両の通行の恐れがある時は、ラジオ、無線、

携帯電話等により常時交通情報等を得ながら営業を継続する。 

 
2 

[乗務員→会社及び無線基地局] 

連絡事項 

・安全を確保した後にお客様と乗務員自身の安全を

会社に報告 

・その後、停車中または走行中に目撃した周囲の建

物倒壊・火災発生・道路損壊等の状況を無線基地局

に適宜情報伝達 

会社への伝達方法 

・無線 

・災害用伝言板 

・公衆電話 

・携帯メール、携帯電話 

会社の緊急連絡先 

 

 

※乗務員は会社アドレス等を事前に自分の携帯電話

等に登録 

 

[会社→乗務員] 

連絡事項 

運行上の参考情報や指示事項を適宜伝達

し、適切な運行管理を行う 

乗務員への伝達方法 

・無線 

・携帯メール、携帯電話 

※乗務員はメールアドレス・携帯番号を

事前に会社に登録 

 

・その他（会社で定める方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通機関として可能な限り帰宅困難者の要望に応え、 

円滑な輸送に努める。 

渋滞が予想されること及び安全確保第一での運行を行う 

ことを説明する。 
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・２日から３日（または数時間）以内にマグニチュード８程度の大地震が発生し、震度６弱以上の

揺れが発生する恐れがある場合、内閣総理大臣がラジオ・テレビなどを通じて「警戒宣言」を発し

ます 

・地震情報や交通情報に注意しながら運行を継続ものとし、必要により乗客とともに避難します 

帰宅困難者の帰宅が開始された際に、区域外営業や勤務 

時間の超過が生じた場合は、乗務員は終業点呼時において

会社に報告する。 



警視庁のホームページより 
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